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機内での「空気感染」事例 2020/3/23 神⼾ー那覇便 Bowing 737-800
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COVID-19 渡航前検査ついて
• ⽶国の国内線旅⾏客のデータを基にシミュレーションをした研究
渡航前PCR検査を実施し、陽性者は渡航禁⽌とした場合、感染リスクを
36%減少させフライト当⽇に感染者の88％を同定できる可能性があると
の指摘あり（Kiang. Lancet ID 2021）

• 国際線においては、渡航前検査⾃体の有効性のエビデンスレベルは低い
（必ずしも渡航前の陰性証明に関するものではない）
スクリーニング後の検疫（Quarantine) と 併⽤した場合に効果は⼤きい
（Burns. Cochrane 2021）
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Coronavirus: The Basic Dance Steps Everybody Can Follow
https://medium.com/@tomaspueyo/coronavirus-the-basic-dance-steps-everybody-can-follow-b3d216daa343

新型コロナウイルスは発症前からの感染がほぼ半数 4
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沖縄におけるCOVID-19対処法
PHS (pathogen 病原体, host 宿主 and strategy 戦略)  アプローチ

病原体

宿主 戦略

発症前 無症候で伝播
空気感染しうる
幅広い病原性
変異株の拡⼤

基礎疾患
（⾼⾎圧、糖尿病、肥満 etc）
⽣活習慣 環境
⼈種 遺伝⼦背景

⽔際戦略
確定診断/隔離

臨床診断
スクリーニング

治療
予防 ワクチン接種

⽣活習慣病対策
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沖縄におけるCOVID-19対処法
PHS (pathogen 病原体, host 宿主 and strategy 戦略)  アプローチ
問題 評価 計画

病原体 発症前 無症候にて伝播
感染経路（⾶沫、接触）
病原性
変異株

発症前陽性者の認識不⾜
空気感染の認識不⾜
軽症から重症まで幅広い
デルタ株（2021年8⽉）

基本的感染対策の実施
マスク、⼿指衛⽣

沖縄県でのゲノムスクリーニング
宿主 基礎疾患

⽣活習慣/環境（密の状態）
⼈種/遺伝⼦
社会/経済的問題

コントロール不良（罹患者）
⾷事・運動・喫煙
⼀般的ではないが知⾒あり
(Zeberg H, Pääbo S. Nature. 2020)
外国⼈労働者問題など

コントロール⾏う
⽣活習慣再考(減量、禁煙)
ワクチン接種（肺炎球菌、インフ
ルエンザetc）
⽂化的背景に配慮し⽀援

戦略 ⽔際︓発症前陽性者を捕捉
確定診断 / 隔離

臨床診断
スクリーニング
⼤規模スクリーニング
治療

予防 基本的感染対策
ワクチン
環境整備（換気etc)

殆どなし（検査希望者のみ）

充⾜
ほぼ充⾜
未整備
重症化回避（指針あり）
継続
できるだけ早期に接種
財政⽀援含めて⾏う

渡航前検査陰性を確認
（空港検査は補⾜的）
ハイリスク群へのスクリーニング
検査システムの構築
離島⽀援体制強化
ワクチン接種効率化 ⽬標設定要
エアロゾル・空気感染対策⽀援
迅速なクラスター対策
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死亡例は、クラスターの辺縁にいる 基礎疾患のある⾼齢者、ハイリスク者

クラスターの核となるSuper-spreader (⽕の元) を早期に認識し隔離すること
クラスターの周辺 (くすぶり) を確認し,陽性者がいたら早期に治療すること
そして何よりも、COVID-19を持ち込まないこと

第5回 沖縄県新型コロナウイルス感染症専⾨家会議配布資料
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沖縄、ハワイ、台湾におけるCOVID-19防疫⽐較
沖縄 (県) ハワイ (州) 台湾 (中華⺠国) 

⼈⼝ 1,458,471 
(May 1, 2021)  

1,406,430 (2021)    23,858,188  (Jun 18,2021) 

渡航前検査 希望者のみ 渡航前72時間の検査陰性証明必要 渡航前1-3⽇の検査陰性証明必要
⽔際対策 受検要請のみ “Safe Travel Hawaii” 政策 Level 2 alert 

不必要の渡航禁⽌
渡航後観察期間 必要なし 検査陰性を確認なければ10⽇間 14⽇間ホテルあるいは⾃宅滞在

違反者には罰⾦あり
NT$300,000（US$ 10000)

滞在中のマスク着⽤ 規則なし 必要、違反者の罰則なし 必要 伝染病対策法
違反者には罰⾦あり
NT$3,000-15,000 (US$105-525) 

累計陽性者/死亡者

陽性者/⽇/100万⼈
（直近7⽇間平均）

36,882 / 248

448.2
(Aug 22, 2021) 

55,206 / 563

468.8 (Aug 20,2021) 

15,926 / 828

0.437 (Aug 21, 2021) 

検査数/⽇
（週平均）

4,141*
(Aug 15, 2021)

7,792
(Aug 21, 2021) 

19,159
(Aug 21, 2021)

検査陽性率 16.5％ (Aug 21, 
2021)  

7.9% (Aug 21, 2021)    0.1% (Aug 21,2021) 
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https://hiema.maps.arcgis.com/apps/dashboards/9a19e1adeceb46c58185cb0396faf36b

ハワイ州のCOVID-19 Dashboard 9
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沖縄県におけるCOVID-19 ⽔際対策
⽬的
那覇空港発着の渡航者の事前検査を実施し、沖縄県内への無症候あるいは発症前
の検査陽性者の流⼊を防ぐ
⽅法
対象
沖縄県内空港（那覇空港、⽯垣空港、宮古空港他）発着航空便を利⽤する全ての
渡航者
運⽤の開始・中⽌基準
開始︓緊急事態宣⾔解除⽇
中⽌基準︓沖縄県内の新規陽性者数が10名以下を14⽇間達成した翌⽇、かつ沖縄
県⺠のワクチン接種率が70％を上回った時点
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COVID-19⽔際対策 実際の運⽤について
1)渡航前
航空各社（JAL, ANA, LCC各社）の航空券購⼊時に、PCR検査を渡航3⽇以内に実施するように沖縄県が要請し、受
検していただく。
2)チェックイン時
陰性証明書をチェックイン時に提⽰、もしくは航空各社提携の検査センターからの陰性確認を⾏い、航空券を発券
する。このときに、陰性証明のQRコードを発⾏する（有効期限72時間）。QRコードはスマートフォンの専⽤アプ
リ（RICCAなど）にて提⽰可能とするか、紙に印刷して携⾏できるようにする。
3)空港到着時
QRコードを到着⼝に設置してあるリーダーに読み込ませ、到着ゲートを出る。

QRコードを携⾏していない渡航者に対して
• 旅⾏者専⽤相談センター（TACO）にて抗原検査を⾏う。陰性を確認してから到着⼝を出る。沖縄滞在中の連絡先

（本⼈とそれ以外1名）を明記していただき、パンフレットを配布し滞在中の基本的な感染対策を指導する。検査
陽性と判明した場合、症状の有無を確認する。有症状者は保健所に連絡の上、療養ホテルへの移送を⾏う。無症
候者は確認検査（PCR検査）を⾏い、陰性が確認できるまで療養ホテルで待機する。

• 抗原検査陰性であった場合、アプリケーションを使⽤して10⽇間の健康観察を⾏う。発症時には直ちに保健所に
連絡する。
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ワクチン接種者に対して
• ワクチンの接種記録を提⽰することにより、チェックイン時に渡航に関して搭乗

⼝に提⽰するQRコードを発⾏する。有効期限は1年とし、渡航の度にその有効性
を確認する。

健康観察について
• TACOを受診した、結果として検査陰性確認受けていない渡航者に関しては、1⽇1

回の健康観察を10⽇間⾏う。専⽤アプリケーションで代⽤する。沖縄から離れる
際には渡航72時間前のPCR検査を受検していただく。
• 事前に陰性確認を⾏った渡航者、ワクチン接種後の渡航者に関して、1⽇1回の健

康観察を全ての滞在期間中（3⽇間以上）専⽤のアプリケーションに⾏った場合、
特典を寄与する。
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実効性を⾼める⽅法について
インセンティブを与える⽅法
QRコード提⽰にて、沖縄県内での宿泊、ショッピング、レンタカー使⽤など滞在中の費⽤の⼀部に割引を受ける
滞在期間中（3⽇間以上）に専⽤アプリケーションにて健康観察を毎⽇⾏うことにより、更に割引が⽣じる
過料を課する ワクチン未接種かつ搭乗前の未受験者に罰則規定を条例で定める
メッセージ
若者に影響⼒のあるインフルエンサーを起⽤する。
沖縄県内には決してCOVID-19を持ち込ませないという熱意を伝える
• ポスター
• TVコマーシャル
• 沖縄県ホームページの改定
• YouTubeによるショートムービー作成
検査実施機関の紹介
• 航空各社（JAL, ANA, LCC各社）毎に検査機関を紹介しスムーズな受検を推奨する。
• 沖縄発着の場合、TACOや⺠間の検査機関での受検を勧める。
• 沖縄県ホームページが各航空会社ホームページとリンクして情報を発信する

15

15



渡航前検査未施⾏者 渡航前検査施⾏者 ワクチン接種者
QRコード取得 なし あり あり

出発⼝提⽰ なし あり あり

到着⼝対応 TACOにて抗原検査
検査陽性者は観察施設移送

通過可能 通過可能

健康観察 10⽇間 7⽇間 7⽇間

特典 なし あり
QRコード取得時
健康観察終了時

あり
QRコード取得時
健康観察終了時

過料 あり なし なし

基本的感染対策
（マスク着⽤その他）

必要 必要 必要

COVID-19  沖縄県⽔際対策の概要

参考 https://www.cdc.gov/coronavirus/2019-ncov/travelers/travel-during-covid19.html
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COVID-19: ⼩・中期規模離島における⽔際対策
• 1)観光客︓来島1−3⽇前にPCR検査陰性を確認（旅費/検査をセットで）
• 2)建設業者その他の事業関連︓雇⽤主が渡航前に検査陰性確認
滞在中も7⽇毎にPCR検査を⾏う
• 3) 医療関係者︓診療所医師、看護師、施設職員 7⽇毎のPCR検査実施
• 感染対策（マスク、⼿指衛⽣、距離確保、症状観察）も平⾏して⾏う。

PCR 検査︓1)2) 沖縄本島で実施 3) 島内で検体採取し沖縄本島で実施
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COVID-19: 旅⾏者に対する⽔際対策
• ワクチン未接種者は渡航前72時間前のPCR検査陰性確認を確認する。
• ワクチン接種証明書もしくは検査陰性確認証の提出を求める。専⽤アプ
リ（沖縄県作成のもの）へアップロードさせることで⼿続きの簡略化を
図る
• 渡航者の健康確認も専⽤アプリで⾏う
• 感染対策（マスク、⼿指衛⽣、距離確保、症状観察）も平⾏して⾏う。
• インセンティブとして沖縄滞在中経費（宿泊、レンタカー、購⼊費他）
割引を検討する
•⻑期滞在予定者をむしろ推奨する（健康観察期間含めて）
• 沖縄県ならびに各市区町村に過料付き条例の発令検討を促す。この場合、
私権制限の懸念を考慮し、差別への対策を講じたものとする
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